
年間主題『平和をともに』 

主題聖句：キリストはわたしたちの平和であります 

         新約聖書 エフェソの信徒への手紙 ２章１４節 

 十日町に来てあっという間に一か月が過

ぎました。「だいぶ慣れてきましたね」と声

をかけていただく場面が増えてきました。

東西南北の方向感覚はまだつかめませんが、

地名がわかってきたり、一人一人のお顔と

お名前が一致してきて、少しずつ十日町の

ことや幼児園のことがわかってきたところ

です。慣れてくると、景色の美しさにも気

づくようになってきました。桜の見ごろは

あっという間に過ぎていきましたが、遠く

の山々の頂きにまだ雪があること、近くの

山々は緑が美しく輝いています。焦ってい

る時や不安な時は、視野が狭まり、自然の

美しさに気づけないことを改めて知らされ

ました。 

 入園・進級した十日町幼児園の子どもた

ちも新しいクラスや環境に慣れてきたよう

です。私を見つけると「あ、新しい園長マ

ンだ！」と声をかけてくれます。自己紹介

してくれたり、一緒に遊ぼうと誘ってくれ

ます。十日町幼児園の子どもたちは優しい

子たちだなと思います。 

以前、あるリサーチ会社の調査で「わが

子にどんな人になってほしいか」というア

ンケートが行われました。そこで一番多か

った回答は「思いやりのある人」でした。

「かっこいい人(かわいい人)」でも「お金

持ち」でもなかったことに、何だかホッと

した気持ちになりました。私もわが子や十

日町幼児園の子どもたちに「思いやりのあ

る人」に成長してほしいと願っています。

「思いやりのある人」になるには、人の痛

みを想像できなければいけません。そのた

めには、傷つく体験と共に、優しさや励ま

しを受ける体験が必要です。子どもたち自

身が「守られている」ことを日々実感でき

ていれば、「思いやりのある人」にきっとな

れると思います。 

児童精神科医の佐々木正美先生は、「い

い子だから可愛がるんじゃありません。可

愛がられた子がいい子に成長するんです」

とおっしゃっています。愛情を注がれた子

どもは、自分が守られていることに気づい

ています。もちろん叱ることも時としては

必要ですが、共に痛みや苦しみを分かち合

いながら、子どもを励ますことや優しさを

注ぐ中で、親も子も人生を歩むうえで大切

な「思いやり」を自然と体得していくので

はないでしょうか。 
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６月主題『感じて』 

主題聖句：見よ、それは極めて良かった。   創世記1章31節 

☆ ０〜２歳児：友だちや身近な物事に関心をもつ。遊びや自分の思いが大切にされて

いることを感じる。さんびかや祈りの言葉に心を合わせる。感染症に気を付けなが

ら健康に過ごす。 

☆ ３〜５歳児：神様の創られた自然の不思議さに目を向ける。いろいろな物を使って

遊び、興味や関心が広がる。友だち保育者の言動、遊びに心を動かす。トラブルを

通して友だちの思いを知る。保育者の援助を受けながら、共に考えてみる。 


